
 

- 4 - 

研究課題別事後評価結果 
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３．事後評価結果 

〇評点： 

 

 

 

 

〇総合評価コメント：

 

脂質二分子膜を主役として、二次元物質の基礎科学とその応用・実用化への研究を推進する本課題は、

生命科学と電子工学の狭間にある新たな研究領域の開拓であり、独創的な研究として評価できる。 

脂質二分子膜へのイオンチャンネルの効率的な包埋法を確立し、これをシリコンチップに高い歩留ま

りで融合する作製プロセスを開発することで、イオンチャネルの挙動を詳細に計測できるデバイスを完

成させた。またテーラーメード副作用評価に向けて、無細胞合成チャネルを埋め込んだデバイスの作製

とその機能解析の開拓を開始し、無細胞合成 hERG チャンネルの単一チャンネル電流計測に成功した。

さらに、膜平行電圧を印加可能な人工細胞膜系のデバイス構築を世界に先駆けて成し遂げ、チャネル開

閉の機構解明など脂質二分子膜を舞台としたシステムの物性発現機構解明へ新たな端緒を開いた。 

これらの研究は研究代表者のリーダーシップのもと研究グループ間の密接な連携により推進され、そ

の成果は原著論文、国際・国内会議発表として発信され、知的財産権の取得も適切に行われた。優れた

研究業績といえる。 

本研究課題の成果は、直接的には薬物副作用スクリーニングへの応用が期待される。さらに、イオン

チャネルの開閉を膜平行電界で制御する等の世界初の発見もあり、神経伝達機構などの未踏な分野に対

して工学的手法を与えることも期待できるため、新たなバイオエレクトロニクスデバイスの種になる可

能性がある。 
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